




The Bibliotheca Alexandrina Antiquities Museum:  

































　Ancient Alexandria has a long history deeply rooted in the history of humankind. The 
Bibliotheca Alexandrina Antiquities Museum has a wonderful collection of Egyptian 
monuments. In the center of the ancient royal district of Alexandria, the Bibliotheca 
Alexandrina has been chosen to revive the ancient Library which was the beacon of 
knowledge and culture, a research institute and the substructure of the ancient university. 
The site surveillance started in the year 1993 and unfolded some demolished architectural 
elements, which were not in their original site within the debris, where the excavation pits 
bore hundreds of antiquities which most of them date back to the Hellenistic era. These 
founds acted as the nuclei of the current Antiquities Museum which contains 1276 artifacts 
fetched from other museums all over Egypt, to make the display within the museum 
complete, giving an idea about all civilizations which passed alternatively on Egypt, 
starting by the Pharaonic era and passing through the Graeco-Roman, Hellenistic, then 
the Byzantine and finally the Islamic. The museum also includes a collection of sunken 
antiquities, which were found in the Eastern Harbor and in the district of Abu Qir.
The Antiquities Museum inside the Bibliotheca Alexandrina is solely unique that it is 
built within the sancta of a library, which embodies the luster of the world’s most famous 








































































境が用意されている（図 2 、図 3 ）。ユネスコ
の計画によってこの新しい博物館は建設され、
各国から資金の援助が提供された。図書館には








































































































































図11　プトレマイオス 1 世金貨（表） 図12　プトレマイオス 1 世金貨（裏）
アレクサンドリア図書館付属考古学博物館：アレクサンドリアの栄光
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を取って命名された。この島の集落からは、末
期王朝時代あるいはプトレマイオス朝時代の遺
構と遺物が出土している。なかでも特に重要な
のは住居の遺構で、イタリアのトリノ大学の調
査隊によって発掘調査が行われた。この展示室
では、発見された遺物の本来の出土コンテクス
トを見せるような試みがなされている。博物館
では展示されている遺物が発見された様子、そ
して遺物が修復され、博物館に展示される一連
のプロセスを映像で紹介している。
ラースエスソーダの神殿とメハマラ・コレ
クションの展示
　ラースエスソーダの展示コレクションは、本
博物館では極めて重要なコレクションである。
1936年にアブキールに通じる道の途中でラース
エスソーダの神殿が発見された。紀元後 2 世紀
から 3 世紀に年代づけられる小神殿である。こ
の神殿は、海水や水分などの影響により劣化が
進み、現在の場所に移築された。当地から出土
した碑文には、この神殿はイシドロスという名
の戦車隊長が落馬した際に、彼の命を助けたイ
シス女神に感謝して建てられたということが記
されている。
　このラースエスソーダの神殿から出土した彫
像は、その背後に神殿の写真を貼って、遺構に
おける彫像の配置が分かるようにして、展示さ
れている。また、彫像が発掘された時の写真も
展示してある。このようにして、展示品の本来
の出土コンテクストがわかるようになってい
る。彫像は、イシス女神（図13）、ハルポクラ
テス神、ヘルマヌビス神、オシリス・カノポス
神を表している。
　最後に、メハマラ・コレクションを紹介する。
このコレクションは1973年に発見された彫像群
である（図14）。古代アレクサンドリアの王宮
施設のある地域から12km東のメハマラという
場所で発見されたものである。バルカン半島と
アナトリアの間に位置するタソス島から運搬さ
れた大理石によって、これらの彫像が作られて
いるということがその材質から分かっている。
発掘されたものを全部セットにして別の場所に
移すのではなく、考古学的発掘での出土状況を
示すような形で展示している。
（訳・編集　河合　望）
図14　メハマラ・コレクションのニルス像
